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◎開議の宣告 

 

〇委員長（坂本正紀君） ただいまの出席委員数は18人でございます。定足数に達しております

ので、これより予算特別委員会を開会いたします。 

（午前10時00分） 

                                           

〇委員長（坂本正紀君） 本委員会に付託されました事件は、議案第２号から議案第22号までの

平成20年度一般会計及び特別会計予算であります。本日は議案第２号を審議いたします。 

議事の進行につきましては、各位のご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは、審議に入ります。 

                                           

 

◎議案第２号の上程、説明、質疑、討論、採決 

 

〇委員長（坂本正紀君） 議案第２号、平成20年度南部町一般会計予算を議題といたします。歳

入歳出予算を一括して説明を求めます。財政課長。 

 

〇財政課長（堀内冨士夫君） 説明に入る前に、資料の確認をいたします。まず、予算書の他に

前に配布しておりました20年度一般会計当初予算資料という、議会説明用と囲んである資料でご

ざいます。もう一つが、最後の方に説明いたしますけども、公的資金繰り上げ免除等の財政健全

化計画、これも後で説明させていただきます。 

それでは、１ページ目でございます。議案第２号、平成20年度南部町一般会計予算について説

明申し上げます。 

 第１条は、歳入歳出予算でございまして、予算の総額は102億4,000万円と定めるものでござい

ます。予算書の１ページでございます。 

第２条でございます。債務負担行為を設定するものでございます。 

 第３条は、地方債について定めるものでございます。 

 第４条でございますが、これは、一時借入金の最高額を７億円と定めるものでございます。 
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第５条は、歳出予算の流用について定めるものでございます。 

 それでは、一般会計予算書の９ページまでお進みください。９ページでございます。第２表、

債務負担行為でございますけども、農業振興地域整備業務につきまして、20年度から21年度まで、

1,085万5,000円で実施するため設定するものでございます。 

 次のページでございます。10ページでございます。第３表、地方債でございます。起債の目的、

限度額、そしてさらにその元利償還に対する交付税算入率までご説明してまいります。まず１点

目の臨時財政対策債３億6,650万円、この交付税算入は元利償還につきまして100％交付税算入と

いうことでございます。次の合併振興基金事業債１億6,430万円、これは交付税算入70％ござい

ます。次に、八戸圏域水道企業団出資事業4,060万円、これは交付税算入50％でございます。次

に、畑地帯総合整備事業1,130万円、これにつきましては、交付税算入はございません。次に、

町道整備事業、過疎道路分でございます。780万円、交付税算入は70％でございます。公営住宅

整備事業１億2,390万円、交付税算入はございません。次に、消防防災施設整備事業1,570万円、

交付税算入は70％でございます。次に、ふるさと運動公園整備事業１億7,350万円、交付税算入

は70％でございます。最後、給食センター整備事業、これは合併特例債でございます。６億1,300万

円、交付税算入は70％でございます。20年度起債総額15億8,680万円とするものでございます。 

次に、議会説明資料という、縦長の資料で、概要を説明してまいりたいと思います。囲みで議

会説明資料といって、一般会計当初予算資料となってございます。こういうペーパーでございま

す。５枚ものでございます。準備よろしいでしょうか。 

それでは、５枚ものでございますけれども、平成20年度一般会計当初予算資料、まず、歳入で

ございますけども、これの並び順は構成比の大きい順で記載しております。19年度と20年度を比

較しての表でございまして、主なものを説明してまいりたいと思います。 

 まず、一番最初、大きい構成比でございます。９款地方交付税47億4,000万円、比較の欄、前

年度対比１億1,790万1,000円の増、2.6％の増でございます。次に、構成比の大きいものは、20款

町債でございます。15億8,680万円、構成比15.5％、比較欄５億6,510万円、55.3％の増でござい

ます。これは、給食センターの起債が主な理由でございます。次に大きい順番は、１款町税でご

ざいます。14億8,875万9,000円、構成比14.5％、1,640万5,000円、1.1％の増でございます。続

いて、14款県支出金５億2,490万円、構成比5.1％、比較欄6,972万1,000円、11.7％の減でござい

ます。次に、13款国庫支出金４億3,086万3,000円、4,659万8,000円、12.1％の増でございます。

これは、給食センター建設補助金6,000万円が、国庫支出金に措置されております。次に、17款

繰入金でございます。３億6,485万8,000円、構成比3.6％、比較欄１億223万7,000円、21.9％の
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減でございます。主な理由は、基金の繰り入れ分が減としております。次に、19款諸収入でござ

います。２億8,556万6,000円、比較欄でございますが6,649万7,000円、30.4％の増でございます。

主な理由は、原燃交付金の措置、それから、電源交付金を計上しております。以下、並んでござ

いまして、合計が102億4,000万円で、当初比較６億3,000万円、6.6％の増でございます。その中

で、自主財源、依存財源の割合を見てまいりますと、構成比のところで見てまいりますと、自主

財源が、20年度、24.6％、依存財源が75.4％、約25対75という割合になってございます。前年度

は、自主財源が26、依存財源が74ということで、20年度は、いわゆる給食センターを建設するた

めに特定財源が措置されているために、ポイントがちょっと逆転しているというのが主な理由で

ございます。 

 次に、２ページ目にまいります。２ページ目は、また、款ごとの大きい順番に並べてございま

す。主なものだけをひろって説明申し上げます。１番構成比の大きいものは、12款公債費でござ

います。21億1,212万円、比較欄でございますが、8,158万6,000円、4.0％の増でございます。主

な理由は、20年度当初予算に繰上償還9,000万ほど措置しておりますので、大きな伸びとなって

ございます。 

 次に、一つとんで、10款教育費でございます。18億202万円、構成比が17.6、前年度比較６億

9,470万5,000円、62.7％の増、いわゆる給食センター建設費７億2,800万円が措置されておりま

すので、この分が増でございます。 

 ちょっととんでいただきまして、９款の消防費でございます。４億5,792万8,000円、比較欄で

3,868万円、9.2％の増となってございます。増の主な理由は、消防屯所２カ所、それからポンプ

自動車などの購入の予算を計上しておりますので伸びてございます。 

 次、７款の商工費でございます。２億5,727万2,000円、5,202万5,000円、25.3％の増でござい

ます。この増の主な理由は、三戸駅前地区に街灯整備3,000万円ほど、それからバーデハウスの

改修整備に2,600万円ほど予算措置してございます。その分で伸びております。これが、歳出の

大きなものでございます。 

 １枚めくっていただいて、３ページでございます。これは、全部の予算の節の合計でございま

す。主なものだけを説明しますけども、三角表示の減額が大部分を占めております。その中で、

伸びている節について説明申し上げたいと思います。中ほどからちょっと下のあたり、15節工事

請負費という節がございます。その額が12億9,995万3,000円、比較欄で申しますと、８億6,697万

円、200.2％の増。それから二つほどとんでいただいて、18節の備品購入費6,031万6,000円、比

較で1,777万8,000円、41.8％の増。それから四つほどとんでいただきまして23節でございますが、



  

 - 12 - 

償還金利子及び割引料21億5,321万7,000円、１億2,116万2,000円、6.0％の増。その次が、24節

投資及び出資金5,842万4,000円、2,941万6,000円、101.4％の増。それから下の方にまいります

が、28節の繰出金でございます。12億3,342万円、7,293万1,000円、6.3％の増でございます。 

 この主な理由でございますが、４ページでございます。４ページに主な理由、要因を記してご

ざいます。真ん中辺に15節の工事請負費、増額分でございまして、その主な理由、統合給食セン

ター建設工事費の皆増６億9,709万5,000円、もう一つが公営住宅建設工事費の増で8,893万

3,000円、これらが工事請負費の増額の主な理由でございます。18節の備品購入費につきまして

は、統合給食センター施設用備品の皆増と書いておりますが、2,287万7,000円が主な増の理由で

ございます。23節の償還金利子及び割引料の増額要因は説明欄にありますが、公的資金報奨金免

除繰上償還の実施に伴う増、いわゆる繰上償還を当初予算に措置しました。9,080万4,000円でご

ざいます。 

 二つ目として、税制改正に伴う町税過年度還付金の増、これが3,957万7,000円ございます。そ

の下の24節の投資及び出資金でございますが、増因理由、青い森鉄道増資分1,580万円でござい

ます。それから、八戸圏域水道企業団への出資金でございますが、1,202万6,000円の増というこ

とでございます。最後になりますが、繰出金の増因理由でございますが、後期高齢者医療特別会

計への繰出金7,413万5,000円、もう一つの主な理由は、公共下水道特別会計への繰出金1,370万

6,000円が増因理由となってございます。 

 次に、最後に５ページ目でございますが、今度は一般会計の予算を性質別に分類した数字でご

ざいます。義務的経費がございます。人件費、扶助費、公債費が義務的経費でございまして、人

件費の欄を見てまいりますと、前年度比較で１億9,538万4,000円、9.1％の減、この主な理由は、

議員様の報酬などの人件費が2,400万円の減、それから選挙関連経費で1,600万円の減、職員給与

費で１億2,400万円の減が主な理由でございます。扶助費につきましては、微増でございます。

公債費につきましては、8,158万6,000円、4.0％の増、先ほど説明しましたけども、繰上償還を

9,000万円ほど当初予算に計上したため4.0％増になってございます。義務的経費合計欄でござい

ますが、小計欄でございますが、45億8,145万円、構成比44.8％、約45％が義務的経費というこ

とになってございます。比較欄で見てみますと、１億1,185万5,000円、2.4％の減でございます。

ここは、義務的経費でございますので、なかなか予算査定が及ばないところでございますけれど

も、いわゆるここの数字が減っていくということが財政健全化に向かっていくということでござ

いまして、いわゆる人件費、あるいは交際費を抑制していかなければならないと考えておるとこ

ろでございます。 
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 次に、投資的経費でございますが、下の方でございます。普通建設事業費、16億9,021万3,000円、

比較欄でございますが、８億6,985万4,000円、106.0％の増でございます。この約８億7,000万円

の増の事業が７件ほどございます。100万単位で申し上げてまいりますが、まず、給食センター

の建設事業７億2,800万円でございます。次に大きいのが新規事業でございますが、消防施設整

備、屯所２カ所整備する予定でございますが、4,000万円でございます。三つ目として、三戸駅

前地区の街灯整備3,000万円でございます。四つ目の事業でございますが、向小学校の西校舎の

解体、耐震関連で解体することになります、2,600万円でございます。五つ目の大きな事業とし

て、バーデハウスの整備でございます。これも2,600万円でございます。６番目でございますが、

海洋センターの整備でございます。1,100万円でございます。七つ目、最後になりますが、産直

の整備、これは福地のジャックドセンターの整備700万円でございます。 

 以上、７つの事業で８億6,800万円ほどの新規事業と申しますか、そういうことを当初予算に

計上して、普通建設事業費が伸びているところでございます。以上が５ページもので、一般会計

のあらましといいますか、概要を説明申し上げました。 

次に、予算書の方に戻っていただきたいと思います。予算書の中での15ページでございます。

歳入でございます。ここは１款町税でございまして、１款町税、１項町民税の中で、個人法人合

わせまして５億7,843万3,000円、比較の欄で5,050万3,000円の増と予算計上いたしました。次は、

固定資産税でございます。１目２目合わせまして７億5,432万円、前年度対比では2,686万7,000円

の減と予算計上いたしました。次が、３項軽自動車税でございます。4,580万6,000円、160万

2,000円の増でございます。次は、たばこ税でございます。１億1,120万円、前年度対比で、883万

3,000円の減としております。 

 次のページでございます。ここから２款地方譲与税という欄に入ってまいりますけども、去年

も申し上げましたけども、譲与税という性格は、国が徴収した税金を客観的な基準によって市町

村に国から譲与されるものでございまして、２款地方譲与税の中の１項自動車重量譲与税、これ

は自動車重量税の３分の１を道路の延長面積によって、市町村に譲与されるものでございます。

それが今年度、20年度、１億2,927万7,000円、前年度比較で221万1,000円ほど減として計上いた

しました。次が、２項の地方道路譲与税でございますが、これは地方道路税の42％を市町村に、

先ほどの道路の延長面積によって譲与されるものでございまして、20年度、4,498万6,000円、前

年度比較で321万4,000円ほどの減として計上しております。 

 次の３款利子割交付金という欄に入りますけども、交付金という性格は、県が徴収した税の一

定部分を市町村に交付する性格のものでございます。利子割交付金でございますが、452万
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7,000円、前年度比較202万3,000円の減と計上いたしました。 

 それに４款配当割交付金でございますが、これは株配当に課税されるものでございまして、そ

の３分の２を市町村の個人県民税で按分して交付されるものでございまして、129万円でござい

ます。前年度同額でございます。 

 次の５款株式等譲渡所得割交付金でございます。これは、株式譲渡所得割の３分の２を県民税

の分で按分して交付されるものでございまして54万7,000円、前年度同額でございます。 

 ６款地方消費税交付金でございます。これは、地方消費税額の２分の１の額を国調人口及び従

業者数で按分して市町村に交付されるものでございます。20年度１億8,061万7,000円、前年度比

較で、878万3,000円ほど減額で計上しました。 

 次、７款自動車取得税交付金でございます。これは自動車取得税の10分の７、70％を道路の延

長面積で按分して市町村に交付される性格のものでございます。6,545万3,000円で、比較欄で申

しますと154万7,000円ほどの減としております。 

 次に、８款地方特例交付金900万円でございます。これは、児童手当の地方負担分への措置で

ございます。国から交付されるものでございます。交付税算入あるいはこの交付金でもって、児

童手当を措置するものでございます。８款地方特例交付金20万円でございまして、前年度500万

円でございましたが、480万円ほどの減でございます。これは減税補填特例交付金の経過措置、

いわゆる減税分が経過措置でなくなってまいりましたので、20万円ほどの計上でございます。 

 次が、９款地方交付税でございます。20年度、47億4,000万円と計上いたしました。前年度比

較で、１億1,790万1,000円の増でございます。内訳でございますが、普通交付税が42億9,000万

円、特別交付税４億5,000万円と計上いたしました。伸びている要因でございますけども、普通

交付税を若干伸ばしまして、前年度対比で１億6,100万円ほど伸ばしてございます。特別交付税

につきましては、4,300万円ほど減額しております。この特別交付税、合併年度初年度、２年度、

３年度で交付されますけども、合併の特殊事情がなくなるということで、特別交付税は慎重に低

くみて計上いたしております。地方財政計画では、普通交付税1.3％の増という計画が示されて

おります。その中で、全額計上するわけにいきません。それから留保しておかなければなりませ

ん。災害等が発生した場合のことを考えて、交付税を留保して42億9,000万円という額を計上し

たところでございます。 

次からは、主な項目を説明してまいりたいと思います。18ページの下の欄でございますが、11款

分担金及び負担金、民生費負担金9,738万9,000円、主なものは３節の児童福祉費負担金9,390万

円。これは内訳にあるとおり保育所入所、あるいは学童保育に係る保護者の皆様の負担金でござ
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います。 

 19ページでございますが、12款使用料及び手数料でございますけども、２目の民生使用料474万

1,000円。主なものは児童館の使用料、これは保護者さんからいただく使用料でございます。429万

円でございます。３目衛生使用料でございますが、説明の中に２節の排水施設使用料1,152万

4,000円、これはあかね、東あかね団地排水施設の使用料でございます。次に、５目の商工業使

用料438万1,000円、これはチェリリン村の施設の使用料でございます。次に、６目土木使用料で

ございます。6,382万2,000円、中で、道路使用料436万2,000円、これは道路占用料でございます。

電柱等々の使用料でございます。次が、住宅使用料でございまして5,845万円、町営住宅の使用

料が主なものでございまして、前年度より480万円ほど使用料が増額になってございまして、町

営住宅の使用料5,787万4,000円としております。次は20ページでございますが、７目の教育使用

料でございまして891万5,000円。これは幼稚園の使用料でございます。幼稚園に入所されている

保護者の負担金でございます。 

 次が、21ページでございます。13款国庫支出金でございますが、１項の国庫負担金の中で１目

の民生費国庫負担金２億1,713万5,000円でございますが、大きなものは、右の欄中１目の社会福

祉費負担金１億2,999万5,000円でございまして、大きなものは説明の中の障害者福祉サービス介

護給付費負担金１億2,115万4,000円、いわゆる医療費に対する国からの負担金でございます。次

に、４節から８節までいろいろ負担金を書いてございます。被用者児童手当負担金1,708万

8,000円から以下８節まで合計5,668万8,000円となるわけですけども、これは児童手当に対する

国からの負担金でございます。 

 次が、22ページでございます。22ページのここからが２項の国庫補助金という欄でございます。

この中で３目の土木費国庫補助金8,352万6,000円でございますが、内訳といたしましては公営住

宅整備事業補助金4,502万6,000円、これは住宅整備のための国庫補助金でございます。２団地整

備するわけでございまして、福地地区の第２駅前苫米地団地住宅整備には1,800万円ほど、それ

から名川地区でのひろば台団地の整備につきましては、2,700万円ほどの補助金をいただいて事

業を実施するものでございます。次の２節の地方道路整備臨時交付金3,850万円でございますが、

これは２路線、町道整備するために交付金をいただくものでございます。次に、４目の教育費国

庫補助金8,199万1,000円でございますが、大きなものは４節の社会教育費補助金1,788万

4,000円、聖寿寺館の発掘と土地の買い上げなどの補助金でございます。次のページのところで、

５節の学校給食施設交付金6,000万円、これは学校給食センターを建設するために国庫補助金を

いただくものでございます。次に、５目の総務費国庫補助金2,800万円とございますが、これは
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説明の中で合併市町村補助金でございまして、国から合併した町村に、当町では２億7,000万円

限度でもって補助金をいただくことになっております。事業は税務課で行っております評価替え

業務に充当してございます。最後のところで６目の農林水産業費国庫補助金357万1,000円でござ

います。これは、農山漁村活性化支援交付金とございますが、充当事業は福地でございますが、

ジャックドセンターの改修にこの補助金を充てるものでございます。 

 次からは委託金に入りますけども、新規の部分をお知らせしておきますが、13款３項２目の民

生費国庫委託金773万5,000円とありますけども、新規の部分でございますが、３節の人権啓発活

動委託金120万円、これは２カ年度分措置されまして、人権擁護のために活動するための委託金

でございます。 

 次からは県支出金に入ってまいりますが、14款県支出金の中の１項１目民生費県負担金２億

4,327万8,000円。主なものは１節の社会福祉費負担金6,499万7,000円、説明の中にありますが、

障害者福祉サービス介護給付費負担金6,057万7,000円などが大きなものでございます。いわゆる

医療費、給付費などに対する県の負担金でございます。次が、２節でございますが、これが保育

所の運営負担金が1,072万5,000円。それから３節から下までのところでは、児童手当に係る県の

負担金を措置してございます。24ページでございますが、24ページの７節の保険基盤安定事業費

負担金7,575万円、保険基盤安定事業費負担金でございますが、これは国保会計の繰出金に充当

するものでございまして、国保の安定基盤をしていただくための県の負担金でございます。最後

のところの８節でございますが、後期高齢者保険基盤安定事業負担金5,073万円、特別会計いわ

ゆる後期高齢者特別会計の繰出金へ充当するものでございます。 

 次からは県の補助金でございますが、最初のところで総務費県補助金9,894万8,000円でござい

ます。中で、１節の総務費補助金9,785万9,000円、その中で大きなものとして２番目のところに、

市町村合併支援特別交付金9,230万円とございます。この合併市町村の県の補助金でございます

けども、総額５億円という上限額がございまして、数年にわたって事業を展開してまいることに

なります。20年度は9,230万円で事業を起こしたいということでございます。五つの事業を計画

してございます。後で、歳出の欄でご説明申し上げます。それと大きなものは、２目の民生費県

補助金7,801万2,000円でございます。中で、１節の社会福祉費補助金3,327万2,000円の中で大き

なものは、三つ目のところで重度心身障害者医療費補助金2,400万円、医療費の扶助費のための

県の補助金でございます。次に大きなものは、３節の児童福祉費補助金4,055万8,000円でござい

ますが、説明のところで三つ目のところでありますが、乳幼児はつらつ育成事業補助金808万

2,000円、児童環境づくり基盤整備事業1,570万6,000円、それから一つとんでいただいて、ひと
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り親家庭等医療費給付事業補助金636万円、それから最後のところ放課後児童健全育成事業補助

金774万1,000円などなどが主なものでございます。次に、４目の農林水産業費県補助金4,268万

5,000円の１節の農業費補助金3,548万5,000円、農業関係のいろいろな補助金でございます。お

いしい果物産地振興事業補助金775万4,000円、あるいは真ん中辺から下のところの中山間地域直

接支払事業補助金1,833万6,000円などが大きな事業でございます。 

 その次はですね、とんでいただきまして26ページでございます。１番上のところでございます

が、１目の総務費県委託金でございます。5,054万3,000円、大きなものは１節の税務費委託金

4,838万3,000円、説明の欄中、県民税徴収取扱委託金として県から委託されて委託金が入ってく

るものでございます。 

 次に、15款でございますが、財産収入でございます。１項財産運用収入、１目の財産貸付収入

の中で大きなものは、２節の建物貸付収入1,378万円、町の財産を貸している部分がございます。

バーデハウスにつきましては300万円、交流ターミナル、これは福地でございますが100万円ちょ

っとでございます。それから南部地区の保健福祉センターについては870万円ほど貸し付けて、

この建物収入を計上しております。次に、２項の財産売払収入でございますが、不動産売払収入

でございます。4,896万4,000円でございます。前年度同額程度計上いたしておりますが、内訳的

に申し上げますと、遊休地の売り払いを４件ほど計画しております。これで2,800万円ほどでご

ざいます。後は、建設課所管の分譲地がございまして、それらにつきましては2,000万円ほど計

画しております。それで4,896万4,000円でございますが、19年度実績では前々日説明しましたけ

ども、補正予算の中で、６物件1,500万円ほどしか財産売払収入がございませんでしたが、今年

度もいろいろとＰＲしながら財産を、遊んでいる財産、いわゆる遊休財産の処分について努力し

てまいりたいと考えております。 

 次に、27ページでございますが、17款繰入金、２項基金繰入金でございますが、１目の財政調

整基金繰入金１億1,339万4,000円、前年度比較9,651万7,000円の減でございます。この予算繰り

入れ後の残高で申し上げますと、100万円単位で申し上げますが、20年度当初、財調１億1,300万

円ほど繰り入れしますと、残額が３億7,000万円と計画しております。今の当初予算後でござい

ますが、３億7,000万円が残額となる。次に、減債基金繰入金２億円でございます。前年度対比

で5,000万円ほど増となってございます。理由は繰上償還、当初比で9,000万円ほど計上しており

ますので、5,000万円ほど減債からを活用して繰上償還を実施してまいりたいと考えております。

この２億円の取り崩し後の残額でございますが、７億円。２億円取り崩しましての後の残額が７

億円でございます。次に、３目の地域福祉基金繰入金1,820万円、前年度対比2,390万円の減でご
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ざいます。この後の繰り入れ後の額が6,300万円ほどになる予定でございます。次の４目の下水

道事業債償還基金繰入金、これが3,314万1,000円でございます。この後の残額が１億6,700万円

となる予定でございます。基金繰入金合計額で３億6,473万5,000円、前年度比較１億211万

7,000円の減としております。 

 28ページでございますが、ここ18款繰越金でございまして、前年度と同額の１億円要求いたし

ました。 

 次に大きいものは19款の諸収入の中での、29ページの４項収益事業収入でございますが、

1,032万1,000円でございます。前年度対比で523万9,000円の増となってございますが、いわゆる

20年度から本格運行されます多目的バス、あるいは従前からの運行してまいりました里バス、

100円の使用ということでございまして、その分を計上してございます。 

 次は、ここの雑入でございますが、３目の雑入２億3,348万4,000円、前年度対比で5,809万

7,000円ほどの増でございます。大きなものは、説明の中がちょっと細いんですけども、ちょっ

と見ていただきたいんですが、八つ目のあたり、自主防災組織育成助成事業助成金、これが190万

円、これは新規でございまして、自主防災組織を立ち上げるためにこの助成金をいただいて事業

を立ち上げるというものでございます。次に大きいものは、市町村振興宝くじ交付金732万

9,000円、中学生の海外研修などに充当する予定としております。次に大きいものは、原子燃料

サイクル事業推進特別対策事業7,420万円でございます。これは合併前からの計画事業でござい

まして、20年度は旧福地につきましては1,000万円、旧名川につきましては1,570万円、旧南部に

つきましては4,850万円、計7,420万円で事業に充当するものでございまして、後でも歳出でご説

明申し上げますけども、福地分の1,000万円につきましては道路整備事業に充当いたします。名

川分の1,570万円につきましてはポンプ自動車の購入事業に充当いたします。南部につきまして

は駅前の街灯整備に2,850万円、そしてもう一つ沖田面の屯所の建設に2,000万円を充当して事業

を実施してまいります。その次は、コミュニティ助成550万円とあります。歳出でご説明申し上

げます。次に大きいのは交付税再配分8,948万円、これは八戸広域圏からと三戸塵芥処理組合か

ら入ってくるものでございまして、交付税が八戸市に入ったもの、あるいは三戸町に入ったもの

を構成町村にバックするものでございます。毎年こういう再配分が生じてまいります。それから

大きいものはちょっと下の、交付税再配分から四つ目の下の辺りでございますが、電源立地地域

対策交付金2,000万円でございます。この2,000万円でもって、バーデハウスの施設を改修する予

定としております。最後のところに、Ｂ＆Ｇ財団助成金550万円とあります。この助成金でもっ

て、海洋センターの暖房機などを改修してまいります。以上が、雑入の中身でございます。 
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 次に、30ページにまいりますが、町債でございます。20款町債でございます。最初に説明申し

上げましたが、総額15億8,680万円という起債を歳入として見込んでございます。総務債のとこ

ろで、右のところで、２節の合併特例債７億7,730万円、これは合併特例債の中には二つのメニ

ューがございまして、給食センター建設に６億1,300万円、それから基金の積み立て、合併振興

基金でございますが、１億6,430万円の合併特例債を計上いたしております。後は、メニュー的

には最初に説明した事業のとおりでございます。以上が、歳入の概略でございます。 

 次に、歳出に入ってまいります。32ページでございます。１款議会費でございますが、１目の

議会費が20年度１億1,184万9,000円、比較欄で4,137万5,000円の減でございまして、定数の減に

よる報酬等々の減でございます。ちなみに10節の交際費でございますが、20万円としております

が、議長さんの交際費でございますが、前年度よりは14万円を減としております。 

 33ページでございますが、２款総務費の１項１目一般管理費４億8,416万3,000円でございます

が、この中で、20年度町の花・木・鳥の制定経費を計上いたしております。34ページでございま

すが、10節の交際費でございますが270万円、町長交際費でございますが、30万円削減いたしま

した。19節の負担金補助及び交付金でございますが、２億2,431万円。大きなものは退職手当負

担金でございますけども、その中で職員の互助会の補助金、前年度計上しておりました、155万

3,000円でございますが、20年度はゼロといたしまして職員互助会の補助金は廃止いたしました。 

 次に、２目の文書広報費2,070万4,000円でございますが、この中で事業として、ＮＨＫの公開

番組392万3,000円ほど計上しております。ＮＨＫの公開番組の予算でございます。その次は、広

報紙の印刷で492万4,000円ほどでございます。 

 次の３目の財政管理費でございます。1,017万3,000円でございますけども、この中で新規な部

分でございますが、35ページの下段24節の投資及び出資金170万円、地方公営企業等金融機構出

資金170万円でございます。これは従前、公営企業金融公庫という団体がございましたが、20年

度中に廃止されることに伴い市町村が出資して機構を立ち上げて、いわゆる起債の貸し付けなど

を行う法人が設立するための170万円の出資金でございます。 

 次が、36ページでございますが、ここは財産管理費１億1,617万8,000円、これは庁舎あるいは

財産管理費のための予算でございまして、前年度ここに議場の改修費がございまして、その分が

なくなった関係上2,030万2,000円が減額になってございます。 

 次、37ページでございますが、５目の企画費7,735万4,000円でございますが、37ページの19節

の中で負担金補助及び交付金の中で、38ページの下の欄で補助金コミュニティ推進事業550万円、

新規でございます。同額が特定財源として550万円計上しておりますので、この事業を新年度、
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20年度実施するものでございます。 

 次が、39ページでございます。８目の防犯対策費999万8,000円、これらにつきましては、需用

費のところ11節需用費、工事請負費ともども防犯灯の電気料、修理料、修繕代あるいは設置工事

費を計上しております。次に、40ページでございますが、９目の自治振興費1,425万2,000円でご

ざいますが、ここの欄は行政員さんの報酬618万9,000円ほど、それから19節の負担金補助及び交

付金、補助金80万円、集会施設解体補助金。これは南部地区の門前町内会へ解体の補助として80万

円交付するものでございます。 

 次に、10目地域交通対策費9,116万6,000円でございます。41ページの一番上委託料、13節の委

託料8,539万2,000円多目的バス運行業務とございます。従前の里バス3,600万円に新規の多目的

バス4,939万2,000円を加えて8,539万2,000円でバス運行を行うものでございます。次に、24節投

資及び出資金1,580万円、青い森鉄道増資分でございます。新規計上でございますが、並行在来

線沿線市町の増資分でございます。 

 次に、とんでいただきまして43ページまでまいります。43ページが、２款総務費の２項町税費

でございます。１目の税務総務費２億1,363万6,000円の中で、44ページでございまして、大きな

ものは、23節の償還金利子及び割引料4,107万7,000円、町税過年度還付金でございます。税制改

正に伴う措置でございまして、還付金が生じたということでございます。 

 次に、48ページまでとんでいただきます。48ページから民生費、３款民生費でございます。１

項１目社会福祉費総務費２億1,556万5,000円の中で、主なものは13節委託料747万9,000円の中で

は福祉バス運行業務あるいは民生委員さんの活動費443万2,000円などを計上しております。49ペ

ージの19節の負担金及び交付金でございますが、6,592万6,000円でございまして、補助金、社会

福祉協議会への補助金などがここの目に計上されております。 

 次が、２目の住民生活費でございまして２億5,630万5,000円ですけども、主なものは50ページ

でございまして、一番上のところ28節の繰出金２億3,068万6,000円、国保特別会計への繰出金で

ございます。 

 次に、３目の老人福祉総務費２億8,399万9,000円でございますが、主なものは右の欄で28節の

繰出金２億8,098万8,000円、内訳的には老人保健特別会計への繰出金が1,769万7,000円、それか

ら後期高齢者医療特別会計繰出金が２億6,329万1,000円でございます。その中では、特定財源の

国、県補助金がございます。 

 次に、４目の老人福祉費でございますが、３億4,426万円でございます。主なものは51ページ

でございますが、13節委託料3,207万円、ここは各種老人サービスの委託料でございます。高齢




